
 
 
横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 

子どもたちが描いた「深谷
ふ か や

通信所跡地の未来」を展示します！ 
 

 

○ 直径約１ｋｍの円形をした深谷通信所は、平成１６年１０月に日米政府間で返還方針が

合意された米軍施設です。 

○ この夏、横浜開港 150 周年のプレイベントとして、泉区と戸塚区の子どもたちを対象

に、返還後の施設跡地の利用方法を考える「みんなで考えよう！深谷通信所跡地の未来」

を開催しました。 

○ 子どもたちからは、夢が広がるさまざまな提案があり、それを絵に描いてもらいました。 

○ 施設に隣接した泉区・戸塚区の区民の皆様にも、深谷通信所跡地の利用方法について一

緒に考えるきっかけとしていただくため、子どもたちが描いた作品を展示します。 

* * * 

○ なお、平成21 年度には、横浜開港150 周年を記念して、深谷通信所提案公募事業（ア

イデアコンペ）の実施を検討しています。 
 

１ 作品の展示期間・場所 

（１）平成２０年１１月１０日（月）から１１月１６日（日）まで 

   横浜市営地下鉄立場駅改札口前 

（２）平成２０年１２月 ８日（月）から１２月１４日（日）まで 

   横浜市営地下鉄戸塚駅地下１階コンコース 

２ 展示作品 

  裏面以降の６作品を展示します。 

３ イベント開催状況 

  名 称 みんなで考えよう！深谷通信所跡地の未来 

  主 催 泉区区政推進課 

  実施日 平成20 年７月28 日（月） 

  会 場 横浜市立汲
ぐみ

沢
さわ

中学校（戸塚区汲沢町５５０－２） 

  参加者 泉区・戸塚区の小学４･5 年生52 名 

  内 容 参加者が６チームに分かれ、深谷通信所の跡地利用にあたって、大事にしたい

こと、ふさわしい活動などについて議論をしてもらい、大まかなゾーンやつなが

りなどを考えながら、お勧めの場所の計画書づくりをしてもらいました。 
 
（参考） 

１ 深谷通信所（Fukaya Communication Site） 
接収年月日 昭和20 年９月22 日 
所 在 地 泉区和泉町、中田町 
面   積 約77.4ha（国有） 
現   況  フェンスに囲まれた区域には、事務所、

発信室、宿舎及び発電室等が設置されて
います。 

フェンス外の区域の一部は、野球場、ゲートボール場、市民菜園的な
耕作地として周辺住民に利用されているほか、県道阿久和鎌倉が通過す
るなど一般の通行が認められています。 

 
 ２ 深谷通信所提案公募事業（アイデアコンペ）の検討状況（以下をご参照下さい。） 

 http://www.city.yokohama.jp/me/keiei/kichitaisaku/atochiriyou/atochi_fukaya.html
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 赤いろチームの作品 

黄いろチームの作品



 黄緑いろチームの作品

水いろチームの作品 



 
 

青いろチームの作品 

茶いろチームの作品 


